
キャッシング DNSのキャパシティとパ
フォーマンスのガイドライン

この章では、キャッシュ DNSのキャパシティと Cisco Prime Network Registrarのパフォーマン
スのガイドラインに関する情報を提供します。

• DNSシステムのデプロイメント上の制限（1ページ）
•キャッシング DNSシステムのサイジング（2ページ）
•キャッシング DNSサーバのパフォーマンスへの影響の可能性（3ページ）

DNSシステムのデプロイメント上の制限
Cisco Prime Network Registrarでは、キャッシング DNSシステムの最大構成サイズについて次
の推奨事項があります。冗長 DNSアーキテクチャには複数のサーバが含まれるため、新しい
サーバを追加することでキャパシティを水平方向に拡張できます。CiscoPrimeNetworkRegistrar
は多くの構成オブジェクトに厳しい制限を設けていませんが、これらの推奨される最大値は、

DNS展開が適切に機能することを保証するためのものです。

•最大 100の DNSビュー

•最大 500の例外とフォワーダ

•最大 3つの DNS RPZファイアウォールオブジェクト。RPZゾーンには何千ものエントリ
が存在する可能性があることに注意してください。

•各ドメインが 200以下の最大 12の DNSファイアウォールオブジェクト（非 RPZ）

•最大 30の DNS64オブジェクト
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メンテナンスまたは停止のために 1つ以上のサーバーが使用できない状況を考慮して、
残りの稼働中のシステムが負担しなければならない追加の負荷に対応するために、展開

アーキテクチャに余剰容量を含めることを推奨します。展開する余剰容量またはバック

アップシステムの数は、達成したい冗長性のレベルによって異なります。少なくともn+1
の冗長性が推奨されます。

（注）

キャッシング DNSシステムのサイジング
Cisco Prime Network Registrarのキャッシング DNS展開は、サーバの数とクエリの負荷に応じ
て、小規模、中規模、または大規模に分類できます。次の項では、展開サイズに基づいてキャッ

シング DNSサーバをプロビジョニングする方法について説明します。

DNSシステムを適切に機能させるには、システムのディスク容量とメモリを監視するこ
とが重要です。

（注）

小規模な展開

•通常、2台〜 4台の DNSキャッシングサーバで構成されます。DNSキャッシングサーバ
は、ハイブリッドモードを使用して DNS権威サーバと同じ場所に配置できます。

•通常、1秒あたり 1,000クエリ未満

• 2 CPU以上

• 4 GB以上の RAM

• 10 GB以上のディスク容量

中規模な展開

•通常、2台〜 4台の DNSキャッシングサーバで構成されます。DNSキャッシングサーバ
は、別のマシンまたは VMに展開する必要があります。

•通常、1秒あたり 1,000〜 50,000クエリ

• 4 CPU以上

• 8 GB以上の RAM

• 25 GB以上のディスク容量

大規模な展開

•通常、4台以上の DNSキャッシングサーバで構成されます。
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•通常、1秒あたり 50,000件を超えるクエリ

• 8 CPU以上

• 16 GB以上の RAM。キャッシュ DNSの RRキャッシュ設定は、msg-cache-sizeおよび
rrset-cache-sizeであり、両方とも 4,294,967,295バイトに増やすことができます。

• 50 GB以上のディスク容量

キャッシングDNSサーバのパフォーマンスへの影響の可
能性

次に、パフォーマンスに影響を与える可能性がある一般的なシステムコンポーネントと、Cisco
Prime Network Registrarの構成のリストを示します。

•ファイアウォールおよび接続の追跡は、特にファイアウォールが大量の DNSトラフィッ
クをドロップする可能性がある中規模から大規模の展開で、パフォーマンスに悪影響を及

ぼすことがあります。

•過剰なロギング：有効にするログ設定、パケットロギング、またはデバッグロギングが多
すぎると、サーバのパフォーマンスが低下する可能性があります。

• IPv4も使用するように設定された IPv6専用ネットワーク。失敗した IPv4通信でサーバが
サイクルを無駄にしないように、IPv6ネットワークは IPv6専用モードで設定する必要が
あります。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


